


〒45 5 - 0 0 0 1
名古屋市港区七番町５丁目３番地
TE L：0 5 2 - 6 5 2 - 6 8 8 6
FA X：0 5 2 - 6 6 1 - 0 6 5 3
Web：www.mizuno1950.co.jp
Mai l：mizuno@mizuno1950.co.jp

〒4 6 1 - 0 0 2 5
名古屋市東区徳川一丁目１０－３
名古屋陶磁器会館２階２０４号室
TE L：0 5 2 - 9 8 2 - 8 3 1 6
FAX：0 5 2 - 9 8 2 - 8 3 5 7
Web：www.mizuno-architects.com

空間設計

住宅設計・デザインリフォーム・商店設計
コンバージョン（用途変更）・など

●岡崎信用金庫
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　・駐車場は社屋南側と郵便局側にございます。
　・市営地下鉄「東海通駅」下車、一番出口より徒歩３分

　・最寄の駅　市営地下鉄　桜通線　高岳駅（徒歩２０分）
　・最寄りのバス停　市バス　赤塚バス停・赤塚白壁バス停

Since 1950

一級建築士事務所住宅・店舗の設計・施工・監理

地下鉄桜通線
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知立八ツ田店
長久手フレンドタウン店
緑区グリーンプラザ店
各店舗情報はこちらから

ご覧になれます。→

Facebook

本との出会い…豊かな時間

～その五～

名古屋市東区東片端町49番地
TEL052-931-9321
営業時間10：00 ～21：00
年中無休（元日を除く）
http:www.shobunkanshoten.co.jp/

正文館書店本店

絵本と触れ合う時間は、人生で３度やってきます。
自分が幼い時、親になった時、孫ができた時。それぞれの人生経験に
よって、同じ絵本でも違った印象を感じるものです。お話に出てくる
色や音、においを想像して情景を描き、さらに人生経験をスパイスし
て何度も楽しめる、特別なジャンルだと思います。
目を合わせ、お互いの表情や感情を感じることのできる読み語りの時
間は、この上ない尊い時間となることでしょう（当店では“読み・聞
かせる”ではなく“読み・語る”を大切にし“読み語り”と言っています）。

クリスマスや

新年のプレゼントに

いかがですか？

クリスマスや

『もう一度読みたい絵本』

大人も愉しめる

おすすめの２冊をご紹介

『わたしのワンピース』

「ミシン カタカタ ミシン カタ

カタ」うさぎさんがワンピース

を作りました。それを着てお花

畑を散歩すると、ワンピースが

花模様に…

『わすれられない おくりもの』

身近な人が亡くなった時、つら

く悲しい思いを癒すだけでな

く、亡くなった人への感謝の気

持ちを持つことができる絵本で

す。大人の方もぜひ。

今まさに、人生で３度目

の絵本と触れ合う時間が

休日の楽しみの一つです。

会う度に孫の成長を感じ

られるひと時は、本当に

この上ない尊い

時間ですね。

暮らしの

ヒント 改めて知る
愛知県の

瀬戸焼・赤津焼

常滑焼

犬山焼
【犬山市】

川名焼
【名古屋市昭和区川名】

尾張徳川家の御庭焼。江戸初期に城内
の御深井丸に窯が築かれました。灰釉
系の透明度の高い釉や波型の縁などが
特徴的です。

江戸中期に犬山藩の御庭焼として
発展し現在に至ります。赤い紅葉
柄が特徴で、華やかな印象です。

江戸末期～明治にかけて
作られました。当時、最新の技法で
あった銅版転写技法により伝統的な
文様や洋風の文様が特徴的です。

江戸後期～大正にかけて、現在の
大須にあった“大池”という溜池
の畔に築かれました。草花の絵に
織部の緑釉を一部に流し掛けたデ
ザインが多いようです。

焼き物

愛知県は焼き物の産地！

家での食事をより愉しむために、今、再び器（うつわ）が注目されて
います。六古窯（信楽、備前、丹波、越前、瀬戸、常滑）は有名で
２つが愛知県にありますが、県内には他にも窯があったんです！

江戸末期～明治にかけて江戸中期に犬山藩の御庭焼として

江戸後期～大正にかけて、現在の

※六古窯→日本古来の陶磁

器窯のうち、平安末期～安

土桃山時代から現在も生産

が続く６つの窯の総称。

こ
ち
ら
は
、
皆
さ
ん

　
よ
く
ご
存
じ
で
す
ね
。

良質な陶土に恵まれ、1000年以上の歴史を持ちます。六古窯の中で唯一、
器の強度を高めるために“釉薬”を用いた技法をとっています。鎌倉
時代には日本最大の焼き物の産地となり、日本の焼き物全般が“せと
もの”と呼ばれるようになりました。赤津焼は緑色の織部釉が特徴です。

あの赤茶色の急須をご愛用の方も多いでしょう。知多半島で採れる鉄
分を多く含んだ陶土の性質を活かした逸品です。鉄分がお茶の苦みや
渋みをまろやかにしてくれるので、お茶が美味しくいただけるのです。
常滑焼はタイルなど建材にも使われています。

※御庭焼→江戸中期以降、大名などが城内や邸内に窯を築き、陶工を招いて自分の趣向に
　　　　　合わせて焼かせた陶磁器。

他、現在も残っているのは犬山焼のみですが、こうしてみると江戸時代は、
焼き物が盛んだったのですね。それぞれ個性があって、とても興味深いです。

御深井焼
【名古屋市中区（名古屋城）】

お ふ け豊楽焼
【名古屋市中区大須】

ほうらく

のこと
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旬の

はなし

来年 2022 年は寅年、

『壬寅（みずのえとら）』です。

　どんな年になるでしょうね？
甲（きのえ）

乙（きのと）

丙（ひのえ）

丁（ひのと）

戊（つちのえ）

己（つちのと）

）

癸（みずのと）

十干

子（ね）

丑（うし）

寅（とら）

卯（う）

辰（たつ）

巳（み）

午（うま）

未（ひつじ）

申（さる）

酉（とり）

戌（いぬ）

亥（い）

十二支

×

）

癸（みずのと）

午

未

申

酉

戌

亥

プレゼントします！
日めくりカレンダー、

えと

干支は“十干（じっかん）”と“十二支（じゅうにし）”を

組み合わせたものです。つまり十干の“干”と十二支の

“支”で“干支”となります。十干は元々、日を 10日ご

とのまとまりで数えるための呼び名でした。10日ごとに、

“一旬（いちじゅん）”と呼び、３つの旬（上旬、中旬、下旬）

で１ヶ月になります。干支は十干と十二支が組み合わさ

り60 通りあります。つまり 60年で一巡するので、60歳

で“還暦”のお祝いをするのです。

来る年 2022 年の干支『壬寅（みずのえとら）』は

どんな意味が込められているのでしょうね。

“壬”は“妊に通じ、陽気を孕（はら）み、春の胎動

を助く”、“寅は螾（ミミズ）に通じ、春の草木が生

ずる”という意味があります。そのため、『壬寅』

は厳しい冬を越えて芽吹き始め、新しい成長の

礎となる年のようです。近年は厳しい冬のよう

な時世でしたので、春の芽吹きが一段と強く華々

しくなることを切に願います。

【先着20名様】

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

電話・ＦＡＸ・メールにて
ご連絡下さい。

弊社でも愛用している
日めくりカレンダー。
新しい年は一日一言を
目にして、一日を始め
ませんか？

叉、2022 年は 36 年に 1 度巡ってくる「五黄の寅」

の年。「五黄の寅」生まれは最強の強運だそうです。


